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線維筋痛症とは、原因不明であらゆる様盃でもほとんど異常が認められず、

全身の強い痛み〈樺痛〉を主症状とし、精神神経症状〈不自民やうつ病など〉、

自律神経の症状(過敏性腸症候群など〉を郵症状とする疾患です。

畏期間iこわたる強い痛み(嬉痛)のためQOL(生活の質〉が箸レく値下レ

ます。

2 翻定に必要な情報 j 

線維筋痛疲は、「線維筋痛症の重症度分類試案〈厚生労働省研究班)Jにより、

ステージ 1"'"'ステージVに分類されているので、鯵断書⑨欄に重症度分類獄案

のステージが記載されていることを確認すること。

く参考〉

線維筋痛症の重症度分類紙案〈厚生労働省研究班〉

ステージ I
米国リワマチ学会診断基準の 18力所の圧痛点のうち 11力所以上で痛

みがあるが、日常生活に聾大な影響を及ぼさない.

ステージE
手足の指など末端部iこ痛みが広がり、不眠、不安感、うつ状態が続く.

日常生活が因灘.

ステージE
撤しい痛みが持続レ、爪や盤への刺灘、温度・温度蛮{じなど軽微な制撤 l

で激レい痛みが全身に広がる.自力での生活は困難。

ステージN
痛みのため自力で体を動かせず、ほとんど寝たきりの状態に陥る.自分 i
の体量による痛みで、長時間同じ姿勢で寝たり盛ったりできない.

ステージV
溜しい全身の痛みとともに、腕脱や直輔の障害、口の渇き、自の乾燥、

原路感染など全身に症状が出る.普通の日常生活は不司能.

3 留意事項 j

(1 ) 重症度分類試案のステージが診断書に記載されていない揚合は、追記レ

てもらうなどにより必ず整備すること。

(2) 年金事務所等の窓口で、錆求傷病が「線維筋痛症Jであることが確認で

きる場合は、移断書と線維筋縄症の照会様式を渡レ、 E参断書に重症度分類



拭案のステージを記入してちらうか、照会様式に直接記入してもらうよう

に説明すること。

(3) 重症度分類紙寮のステージのみを照会する揚合は、次ページの照会様式

を使用して調査を行うこと。他の照会と併せて行う揚合は、枠内の縮尺を

変更することは可能だが、内容は修正〈変更)しないこと。
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線維筋痛症 1級の認定事例
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く線維筋縄症 1級〉

〈位記〉

O 本倒は、初診臼が「平成22年 8月15日Jであるので、障害額定日は1

年6月後の平成24年2月 158となる。
この鯵断書の鱒曹の状態は、平成24年2月158現症のちので、障害認

定日〈平成24年2月158)以降3月以内の診断書であるので、陣容穏定

自の障害の状態はこれで確砲できる。

0 傷腐は「線維筋痛症Jであるので、⑮、⑬、⑪、⑬、@、@、@櫛は邸す

記観されていなければならない。

-認定

障害の程度は、全身の激しい痛みが酷く、食事、排綾など日常生活動作のす

べてにおいて介助が必要となっており、常時車精子を使用している。また、繊

維筋痛症の重症度分類紙寮では fステ}ジVJの評価であることから「日常生

活の用を弁することを不能ならレめる程度のもの」に該当すると留められるの

で、 1級9号とS認定される。
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① f車賓の島区凶 @ …生草月ロ謬 22年 5 '" 19日{事FH)
となった 線維筋痛症
傷病 名

丸信協即日 822年 7}j 31日?伊nl
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ー早
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F書館
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む。)かどうか.

t属病が治っていない嶋合 ……… 症状のよくなる見込 有 無 d互〉
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2級〉

〈柑記〉

O 本倒は、初診日が「平成22年7月31日Jであるので、障害関定臼は 1

年6月後の平成24年1月318となる。

この診断書の障害の状態は、平成24年2月3日現症のもので、障害関定日

以降 3月以内の彰断密であるので、障害E認定自の障害の状態はこれで確蹄で

きる。

く線維筋痛症

0 傷病は「線維筋痛症Jであるので、⑮、⑮、⑪、⑫、@、@、@欄は必す

記載されていなければならない。

l

i

l

-

-

-認定

障害の程度は、激レい痛みが持続しているため、日常生活動作のほとんどが

一人でできてもやや不自由な場合、又は一人でできるが非常に不自由な揚舎と

なっており、線維筋痛症の重症度分類獄案の「ステージmJと解価されている

が、全身に痛みが広がっていることから、「白常生活が蕃しい制限を受けるか、

又は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程度のものJに該当する

と翻められるので、 2級15号と郵定される.
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線維筋痛症 3級の認定事例
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土艇のとおり、鯵献します.

鍋鶴又l孟診療所の名称

在地Hi 



く線維筋痛症 3級〉

〈信記)

O 本側は、初診日が「平成 22年2月26日Jであるので、障害紹定日は 1

年6月後の平成23年8月26白となる。

Cの診断書の障害の状態は、平成 23年9用24日現症のもので、樺害認

定日以降3月以内の診断密であるので、障害認定自の障害の状態はこれで確

紹できる。

0 傷病は「線維筋縄症Jであるので、⑮、⑬、⑫、⑬、⑫、@、@欄は邸す

記載されていなければならない。

置認定

陣警の程度は、腰情部、南側肩甲帯部、一下肢に激レい痛みが出現しており、

日常生活動作のほとんどが一人でできてもやや不自由な揚合となっている。ま

た、繊維筋痛症の軍症度分類獄案の「ステージIIJと評価されていることから、

「労働が蕃レい制限を憂けるか、又は労働に著しい制限を加えることを必要と

する程度の障害を残すものJに該当すると錦められるので、 3級12号と認定

される。


